
使 用 教 科 書 ネットワーク活用（東京法令出版）

副 教 材 等
全商情報処理検定　模擬試験問題集１級
「ホームページ作成検定試験」や「ITパスポート試験」に関する対策書籍等

教科名（ネットワーク活用）

履 修 単 位 ４単位 学 年 ３年

学 科 コ ー ス 商業科（情報処理コース） 区 分 必修　・　選択

３．科目を通した評価の観点と評価方法 

評
価
方
法

・　定期考査(単元テスト)
・　練習問題集
・　ワークシート
・　実習データ等

・　定期考査(単元テスト)
・　レポート(発表)
・　ワークシート
・　練習問題集
・　実習データ等

・　授業の参加状況（発表）
・　授業態度（取組状況）
・　レポート,発表,課題制作

上に示す観点に基づいて，学習のまとまり（単元）ごとに評価し，学年末に５段階の評定にまとめます。学
習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し，評価します。

観点 知識・技能（技術） 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

観
点
の
趣
旨

　ビジネスにおけるインター
ネットの活用について実務に即
して体系的・系統的に理解して
いるとともに，関連する技術を
身に付けている。

　ビジネスにおいてインター
ネットを活用することに関する
課題を発見し，ビジネスに携わ
る者として科学的な根拠に基づ
いて創造的に解決する力を身に
付けている。

　企業活動を改善する力の向上
を目指して自ら学び，ビジネス
におけるインターネットの活用
に主体的かつ協働的に取り組む
態度を身に付けている。

２．授業を受けるにあたってのアドバイス

　ビジネス情報分野における最終段階にあたるとも言える学習となります。１年生から学んできたことを活かして取り組んでいきましょ
う。授業では，what？ではなくHowを大切にし，深く考え学ぶ姿勢をもってほしいです。実習も豊富にありますので，実際に経験しなが
ら，それを実社会で活かしていけるように，自ら考え，向上心をもって取り組んでいきましょう。

１．科目を通した学習内容と学習目標

（1）ビジネスにおけるインターネットの活用について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に付けるよう
にする。
（2）ビジネスにおいてインターネットを活用することに関する課題を発見し，ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的
に解決する力を養う。
（3）企業活動を改善する力の向上を目指して自ら学び，ビジネスにおけるインターネットの活用に主体的かつ協働的に取り組む態度を養
う



４．年間を通した学習計画

（より詳細な「学習内容・ねらい」・「評価の観点・評価方法」等については，各単元の最初の授業等で説明します。）

知
技

思
判
表

態
度

第１章「ビジネスの変化」

・人々の生活や企業活動を取り
巻く情報技術にはどのようなも
のがあるのかを理解している。
・情報技術の進歩に伴ってビジ
ネスがどのように変わっていっ
たのかを理解している。

〇

・情報技術を活用してどのよう
にビジネスを行うことができる
のか，考えようとしている。
・インターネットをビジネスに
活用することでどのような利点
があるのか，考えようとしてい
る。

〇

・情報技術や通信技術を活用し
てビジネスを行うことについて
学習することに，主体的かつ協
働的に取り組んでいる。

〇

・個人情報とは何か，理解して
いる。
・個人情報取扱事業者が遵守し
なければならない決まりについ
て，理解している。
・知的財産とは何か，理解して
いる。また，著作権，産業財産
権などの各権利について，概要
を理解している。

〇

・個人情報に関する具体的な事
例について検討し，個人情報活
用の効用と個人情報保護のバラ
ンスを考えようとしている。
・知的財産に関する具体的な事
例について検討し，知的財産活
用の効用と知的財産の保護のバ
ランスを考えようとしている。

〇

・個人情報と知的財産を保護し
つつビジネスを行うことについ
て学習することに，主体的かつ
協働的に取り組んでいる。

〇

・特定商取引法，電子消費者契
約法，景品表示法，刑法，不正
アクセス禁止法などの，ネット
ワーク活用に関連する法規の概
要を理解している。
・ネットワーク活用に関連する
団体のガイドラインにはどのよ
うなものがあるのか，理解して
いる。

○

・関連法規やガイドラインの遵
守に関する具体的な事例につい
て検討し，これらを遵守・活用
してビジネスを行っていくため
の方法について考えようとして
いる。

〇

第
一
学
期

第1節　ビジネスの変化
1　情報技術の進歩とビジネスの

形態の変化
2　ネットワークによるビジネス

の変化
3　ネットワークをビジネスに活

用することの重要性

第2節　個人情報と知的財産の保
護
1　個人情報の保護
2　知的財産の保護

第3節　関係法規とガイドライン
1　ネットワーク活用における
ルールの必要性
2　インターネットを活用したビ
ジネスに関する法規
3　関連団体のガイドライン
4　関係法規・ガイドラインの遵
守・活用

主な評価の観点

学期 単元の学習内容 単元の学習目標（ねらい） 単元の評価規準

知識・技能＝【知技】　思考・判断・表現＝【思判表】　主体的に学習に取り組む態度＝【態度】

備考

・情報技術の進歩によってビジ
ネスがどのように変化していっ
たのかを学習する。
・ネットワークをビジネスに活
用することの重要性について学
習する。

・ネットワークを活用したビジ
ネスを行う上では，個人情報や
知的財産の保護に配慮しなけれ
ばならないことについて学習す
る。

・ネットワークを活用したビジ
ネスを行うことに関連した法規
やガイドラインの概要を学習す
る。
・これらの法規やガイドライン
を遵守することの重要性につい
て学習する。



・関連法規やガイドラインの遵
守・活用に関する学習に，主体
的かつ協働的に取り組んでい
る。

〇

第2章　インターネットと情報セ
キュリティ

・LAN，WAN，インターネットと
は何か，理解している。
・プロトコルの体系について理
解している。
・インターネットプロトコル
（IP）の仕組みについて理解し
ている。
・インターネットサービスプロ
バイダ（ISP）の役割について理
解している。

〇

・ネットワークやインターネッ
トの仕組みを踏まえ，ネット
ワークを活用してビジネスを行
う方法について考えようとして
いる。

〇

・ネットワークの仕組みに関す
る学習に，主体的かつ協働的に
取り組んでいる。 〇

・サーバとクライアントとは何
か，理解している。
・ネットワークで活用するスト
レージの種類や，ストレージの
信頼性・高速性を高めるための
技術について理解している。
・ネットワークを構築する，通
信媒体，NIC，リピータ，ブリッ
ジ，ハブ，ルータ，ゲートウェ
イなどのネットワーク機器につ
いて，それぞれの役割を理解し
ている。
・ネットワークに関するハード
ウェアを運用するためのファシ
リティについて理解している。
・ネットワークを活用してビジ
ネスを行うために必要なソフト
ウェアについて理解している。
・インターネットを利用するた
めの一連の手続きを理解してい
る。また，回線業者，インター
ネットサービスプロバイダの選
択や，ネットワーク機器の構築
に関する知識を理解している。
・有線LANと無線LANの違い及び
それぞれの活用方法や活用時の
注意点について理解している。

〇

・ネットワークを活用するため
には，どのようなハードウェア
が必要となるか，考えようとし
ている。
・ネットワークを活用するため
には，どのようなソフトウェア
が必要となるか，考えようとし
ている。
・ネットワークを活用するため
にはどのようなことを行わなけ
ればならないのか，考えようと
している。

〇

・ネットワークを活用するため
に必要となるハードウェアやソ
フトウェアに関する学習に，主
体的かつ協働的に取り組んでい
る。
・ネットワークを利用できるよ
うにするための手続きや，ネッ
トワークの構築に関する学習
に，主体的かつ協働的に取り組
んでいる。

〇

第1節　インターネットの仕組み
1　インターネットの概要
2　ビジネスにおいてインター
ネットを活用する利点
3　インターネットサービスプロ
バイダの役割と業務

第2節　ハードウェアとソフト
ウェアの導入
1　インターネットを活用するた
めのハードウェア
2　インターネットを活用するた
めのソフトウェア
3　コンピュータをインターネッ
トに接続する手続きと方法

第
一
学
期

第3節　関係法規とガイドライン
1　ネットワーク活用における
ルールの必要性
2　インターネットを活用したビ
ジネスに関する法規
3　関連団体のガイドライン
4　関係法規・ガイドラインの遵
守・活用

・インターネットの基本的な仕
組みを学習する。
・インターネットサービスプロ
バイダがどのような役割を担っ
ているのかについて学習する。

・インターネットを活用するた
めに必要なハードウェアやソフ
トウェアの種類について学習す
る。
・コンピュータをインターネッ
トに接続するための手続きや方
法について学習する。

・ネットワークを活用したビジ
ネスを行うことに関連した法規
やガイドラインの概要を学習す
る。
・これらの法規やガイドライン
を遵守することの重要性につい
て学習する。



・情報セキュリティとは何か，
機密性・可用性・完全性に関連
付けて理解している。
・情報セキュリティにおけるリ
スクを構成するものについて理
解している。
・暗号化について理解してい
る。また，情報の秘匿化だけで
はなく，改ざんやなりすましの
チェックに暗号化技術を応用で
きることについて理解してい
る。
・認証について理解している。
・ファイアウォールなどのアク
セス制御技術について理解して
いる。
・無線LANにおいてセキュリティ
を確保するための方法を理解し
ている。
・企業において情報セキュリ
ティを実現するためのセキュリ
ティマネジメントについて理解
している。
・情報のライフサイクルの各段
階におけるセキュリティ実現方
法について理解している。

〇

・どのようにすれば，情報の機
密性・可用性・完全性を確保す
ることができるのか，情報セ
キュリティに関する各技術など
を踏まえて考えようとしてい
る。
・情報セキュリティに関する具
体的な事例を踏まえて，情報セ
キュリティを確保するための方
法を考えようとしている。

〇

・情報セキュリティを確保し
て，安全にネットワーク活用を
するための学習に，主体的かつ
協働的に取り組んでいる。

〇

第3章　インターネットで情報を
表現する手段

・ネットワーク活用における図
形・静止画の利用の重要性につ
いて理解している。
・ラスタ形式とベクタ形式の違
いや各形式の用途について理解
している。
・画像フォーマットの違いや各
フォーマットの用途について理
解している。
・画素数や解像度について理解
している。
・コンピュータにおける画像の
色の表現方法について理解して
いる。
・画像のデータ量の計算方法に
ついて理解している。
・画像を入手する方法や，画像
を発信・受信する方法について
理解している。

〇

・どのように画像を取得・作
成・編集すれば，ネットワーク
を活用したビジネスなどにおい
て効果的に活用することができ
るのかを考えようとしている。

〇

・画像の取得・作成・編集に関
する学習に主体的かつ協働的に
取り組んでいる。

〇

第3節　情報セキュリティの確保
1　情報セキュリティの概要
2　情報セキュリティの確保
3　企業における情報セキュリ
ティマネジメント

第1節　図形と静止画
1　ネットワーク活用と画像
2　コンピュータで表現する画像
の基礎知識
3　画像素材の入手
4　画像のアップロードとダウン
ロード

第
一
学
期

・インターネットを活用してビ
ジネスを行うためにはセキュリ
ティの確保が重要であるという
ことを学習する。
・セキュリティの概要を学習す
る。
・企業としてセキュリティを確
保するためのセキュリティマネ
ジメントについて学習する。

・インターネットを通した企業
情報や商品情報などの発信のた
めに活用する図形・静止画につ
いて，その概要を学習する。
・画像の取得・作成・編集に関
する知識や技術を身に付ける。



・ネットワーク活用における動
画の利用の重要性について理解
している。
・動画は映像と音声から構成さ
れていることを理解している。
・コンピュータで音声を扱うた
めの方法について，デジタル化
などとも関連して理解してい
る。
・コンピュータで映像を扱うた
めの方法について，フレームな
どとも関連して理解している。
・動画のデータ量の計算方法を
理解している。
・動画の企画・撮影・編集・配
信に関する一連の流れを理解し
ている。また，動画の編集に関
する基本的な技術を身に付けて
いる。

○

・どのように動画を取得・作
成・編集すれば，ネットワーク
を活用したビジネスなどにおい
て効果的に活用することができ
るのかを考えようとしている。

○

・動画の取得・作成・編集に関
する学習に主体的かつ協働的に
取り組んでいる。 〇

第4章　インターネットの活用
・ウェブページを制作するため
の一連の手順を理解している。
・閲覧者の立場に立ったウェブ
ページの制作について，ユーザ
ビリティ，アクセシビリティと
関連させて理解している。
・ウェブページの企画につい
て，企画書の作成方法と関連さ
せて理解している。
・ウェブページの設計につい
て，サイトマップ，ワイヤーフ
レーム，ビジュアルデザインと
関連させて理解している。

○

・ウェブページを制作し発信す
ることが，ネットワーク活用に
おいてどのような効果を持って
いるのかを考えようとしてい
る。
・どのようにウェブページを作
れば，ネットワークを活用して
効果的にビジネスを行うことが
できるのか，考えようとしてい
る。

○

・ウェブページを制作するため
の一連の流れに関する学習に主
体的かつ協働的に取り組んでい
る。

○

・HTML・CSS・JavaScriptとは何
か，理解している。
・HTMLを利用して，企業情報を
発信するためのウェブページを
制作するための技術を身に付け
ている。
・CSSを利用して，ウェブページ
のレイアウトをするための技術
を身に付けている。
・JavaScriptを利用して，ウェ
ブページに動的な表現を加える
ための技術を身に付けている。

〇

・どのようにHTML・CSS・
JavaScriptを利用すれば，効果
的なウェブページを制作するこ
とができるのかを考えようとし
ている。

〇

第2節　動画の活用
1　ネットワーク活用と動画
2　コンピュータで表現する音声
の基礎知識
3　コンピュータで表現する映像
の基礎知識
4　コンピュータで表現する動画
の基礎知識

第1節　ウェブページの制作とデ
ザイン
1　ウェブページ制作の全体像
2　ウェブページの企画
3　ウェブページの設計
4　ウェブページの制作と公開
5　アクセス数を増加させるため
の工夫とアクセス解析

第2節　ウェブページの制作
1　HTMLを利用したウェブページ
の制作
2　CSSを利用したウェブページ
のレイアウトの調整
3　ウェブサイトのアップロード
に向けて
4　JavaScript

第
二
学
期

・インターネットを通した企業
情報や商品情報などの発信のた
めに活用する動画について，そ
の概要を学習する。
・動画の取得・作成・編集に関
する知識や技術を身に付ける。

・ウェブページを制作するため
の一連の作業内容を学習する。
・アクセス数を増加させるため
の工夫について学習する。

・商品情報や企業情報を発信す
るためのウェブページを，
HTML，CSS，JavaScriptを活用し
て制作するための知識や技術を
身に付ける。



・HTML・CSS・JavaScriptを利用
してウェブページを制作するた
めの学習に主体的かつ協働的に
取り組んでいる。

○

・電子商取引とは何か，理解し
ている。
・電子決済とは何か，理解して
いる。
・第４章２節で学習した内容を
踏まえ，電子商取引を行うため
のウェブページを制作するため
の技術を身に付けている。

〇

・電子商取引や電子決済をどの
ようにビジネスに活用すること
ができるのか，考えようとして
いる。
・電子商取引を行うためのウェ
ブページを効果的に作成する方
法について考えようとしてい
る。

〇

・電子商取引や電子決済に関す
る学習に主体的かつ協働的に取
り組んでいる。
・電子商取引を行うためのウェ
ブページを制作するための学習
に主体的かつ協働的に取り組ん
でいる。

〇

第5章　ビジネスの創造
・インターネットを活用したビ
ジネスにはどのような特徴や形
態があるのかを理解している。

〇

・具体的な事例をもとに，イン
ターネットをビジネスに活用す
るための方法について考えよう
としている。

〇

・インターネットを活用したビ
ジネスに関する学習に主体的か
つ協働的に取り組んでいる。

〇

・インターネットを活用したビ
ジネスのプランを検討するため
の手法を理解している。 〇

・ここまでに学習した内容も踏
まえて，インターネットを活用
したビジネスのプランを考えよ
うとしている。 〇

・インターネットを活用したビ
ジネスのプランを考案すること
に，主体的かつ協働的に取り組
んでいる。

○

第
三
学
期

第1節　インターネットを活用し
たビジネス
1　インターネットを活用したビ
ジネス
2　インターネットを活用した顧
客接点の強化
3　インターネットを活用したビ
ジネスの実例

第2節　ビジネスプランの考案
1　新事業を創出することの重要
性
2　「ネットワーク活用によって
課題を解決する」ためのアイ
ディア
3　環境の分析
4　STP分析
5　4P戦略
6　資金計画と3年後の見通し
（発展的な学習）

第2節　ウェブページの制作
1　HTMLを利用したウェブページ
の制作
2　CSSを利用したウェブページ
のレイアウトの調整
3　ウェブサイトのアップロード
に向けて
4　JavaScript

第3節　電子商取引と電子決済
1　電子商取引
2　電子決済
3　電子商取引をおこなうための
ウェブページの制作

第
二
学
期

・インターネットを活用したビ
ジネスのプランを検討するため
の観点や方法の一例を学習す
る。
・インターネットを活用したビ
ジネスのプランを作成すること
に挑戦する。

・商品情報や企業情報を発信す
るためのウェブページを，
HTML，CSS，JavaScriptを活用し
て制作するための知識や技術を
身に付ける。

・インターネットを活用したビ
ジネスの特徴や具体例を学習す
る。

・電子商取引や電子決済につい
て学習する。
・電子商取引を行うためのウェ
ブページを制作するための知識
や技術を身に付ける。


